
「
う
ち
の
こ
こ
に
注
目
！
」

見
所
・
レ
ジ
ャ
ー
＆
体
験

泉
質

雰
囲
気

施
設

料
理

旅館・ホテル

温泉 第

回「
に
っ
ぽ
ん
の
温
泉
１
０
０
選
」


年
度「
人
気
温
泉
旅
館
ホ
テ
ル
２
５
０
選
」

旅館・ホテルの魅力を紹介
各部門最上位の温泉、

特別企画

温泉の部門

　　　　入賞部門のアイコン　　　　

旅館・ホテルの部門

各上位位までに入選している部門のアイコンを表示

グルメ見所・レジャー 泉質

施設 料理 雰囲気

（４）第３２６０号 第３種郵便物認可 ２０２５年（令和７年）３月１７日（月曜日）

観
光
経
済
新
聞
社
が
主
催
し
て

い
る
「
に
っ
ぽ
ん
の
温
泉
１
０
０

選
」
「
人
気
温
泉
旅
館
ホ
テ
ル
２

５
０
選
」
で
は
、
主
な
投
票
者
で

あ
る
旅
行
会
社
や
Ｏ
Ｔ
Ａ
が
選
ん

だ
理
由
を
部
門
ご
と
に
聞
き
、
部

門
別
に
温
泉
地
と
旅
館
・
ホ
テ
ル

各
上
位
１
０
０
位
ま
で
を
紹
介
し

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
ラ
ン
キ
ン
グ

を
丁
寧
に
見
て
い
く
と
、
各
温
泉

地
、
各
館
が
特
に
強
み
と
す
る
と

こ
ろ
が
よ
り
色
濃
く
反
映
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
分
か
る
。
同
ラ
ン
キ

ン
グ
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
が
当

該
温
泉
地
や
旅
館
・
ホ
テ
ル
か
ら

寄
せ
ら
れ
る
こ
と
も
多
く
、
「
順

位
の
理
由
を
知
り
た
い
」
と
の
要

望
、
「
ど
こ
を
評
価
し
て
も
ら
え

た
の
か
気
に
な
る
」
な
ど
の
声
も

多
い
。

そ
こ
で
、
温
泉
地
は
第

回
投

票
分
の
「
見
所
・
レ
ジ
ャ
ー
＆
体

験
」
と
「
泉
質
」
、
旅
館
・
ホ
テ

ル
は
２
０
２
４
年
度
投
票
分
の

「
料
理
」
「
施
設
」
「
雰
囲
気
」

の
各
部
門
１
０
０
位
の
中
か
ら
上

位

位
に
焦
点
を
当
て
、
各
温
泉

地
や
旅
館
・
ホ
テ
ル
の
セ
ー
ル
ス

ポ
イ
ン
ト
を
伝
え
て
い
く
。

全
国
に
あ
ま
た
あ
る
温
泉
地
、

旅
館
・
ホ
テ
ル
の
中
か
ら
選
出
さ

れ
た
部
門
別
上
位
１
０
０
位
は
、

い
ず
れ
も
全
国
的
な
知
名
度
と
人

気
を
誇
る
名
前
が
並
ぶ
。
そ
の
中

の
上
位

位
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

し
て
み
る
と
、
個
性
あ
ふ
れ
る
魅

力
で
多
く
の
顧
客
や
リ
ピ
ー
タ
ー

の
心
を
引
き
つ
け
て
い
る
こ
と
が

分
か
る
。

温
泉
で
あ
れ
ば
歴
史
や
泉
質
、

効
能
な
ど
に
加
え
て
地
元
の
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
や
雄
大
な
自
然
風

景
、
旅
館
・
ホ
テ
ル
で
あ
れ
ば
各

館
独
自
の
料
理
や
イ
ベ
ン
ト
、
館

内
の
設
え
な
ど
、
各
温
泉
地
、
各

旅
館
・
ホ
テ
ル
が
各
部
門
で
選
ば

れ
、
支
持
さ
れ
て
い
る
理
由
や
魅

力
を
紹
介
す
る
。



紡ぐ、湯と宿、癒やし。山形に多彩なの宿。名湯一門　高見屋

櫻湯山茱萸高見屋最上川別邸紅 三木屋参蒼来

名湯舎創 湯杜匠味庵山川 高見屋別邸久遠 磐梯名湯
リゾートボナリの森

蔵王
温泉

蔵王
温泉

草薙
温泉

赤湯
温泉

上山
温泉

中ノ沢
温 泉

あつみ
温 泉

小野川
温 泉

深山荘 高見屋

飛
驒
家
具
の
客
室
、こ
だ
わ
り
の
料
理
提
供

名
泉
の
名
に
恥
じ
ず
／
名
物
飛
騨
牛
も

施設 料理 雰囲気

施設 料理 雰囲気

グルメ見所・レジャー 泉質 下呂温泉

水明館

あさや
食
、湯
、館
―
創
業

年
の
お
も
て
な
し

　湯量豊富　九つのいで湯の郷
角間温泉

穂波温泉 星川温泉 新湯田中温泉 湯田中温泉

地獄谷温泉 上林温泉 安代温泉 渋温泉

グルメ見所・レジャー 泉質 湯田中渋温泉郷


年
の
歴
史
誇
る「
日
本
最
古
の
温
泉
」

グルメ見所・レジャー 泉質 道後温泉

施設 料理 雰囲気 深山荘　高見屋

♨
　

下
呂
温
泉
　（
岐
阜
県
）

温泉 旅館・ホテル

水
明
館
　（
岐
阜
県
・
下
呂
温
泉
）

あ
さ
や
　（
栃
木
県
・
鬼
怒
川
温
泉
）

深
山
荘
　

高
見
屋
　（
山
形
県
・
蔵
王
温
泉
）

♨
　

湯
田
中
渋
温
泉
郷
　（
長
野
県
）

♨
　

道
後
温
泉
　（
愛
媛
県
）

♨
　

蔵
王
温
泉
　（
山
形
県
）

グルメ見所・レジャー 泉質

豊
富
な
泉
質
が
生
む〝
奇
跡
の
温
泉
〟

蔵王温泉

山形を過ごす「心のもう一つ
の家」のような場所。平屋造り
の旅亭で蔵王連峰を眺める露
天風呂と蔵王牛会席を堪能

伝統とモダニズム、最上の自
然に調和した独創的な空間。
館内全窓から風光明媚な最上
川を望み、四季の絶景を満喫

創業以来約年、蔵王温泉
を見守り続ける老舗旅館。豊
富な自家源泉は情緒あふれる
湯舟で湯の恵みを味わえる

老舗の温かみ、小野小町ゆか
りの美人づくりの湯に癒やさ
れ、米沢牛など四季折々の郷
土料理を堪能するひと時を

老舗の雰囲気に新しい息吹を
加味した和モダンな雰囲気。
山形の名物料理を気軽に味わ
える種類豊かな食事も好評

全客室が専用露天風呂と庭園
を有する、広々とした温もり
のある空間。食事は部屋食で
ゆっくりと旬の恵みに舌鼓

磐梯朝日国立公園内標高
㍍の豊かな自然の中に建つ。
大浴場や石造りの露天風呂で
乳白色の名湯を掛け流しで

開湯約年のあつみ温泉に
建つデザイナーズ旅館。柔ら
かな湯に癒やされ、新鮮な海
・山の幸を存分に食す旅を

　
宿
泊
者
向
け
に
公
式
ア
プ
リ
を
用
意
し

て
い
る
。
初
回
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
特
典
と
し

て
宿
泊
滞
在
時
に
使

え
る
館
内
利
用
券
５

０
０
円
を
贈
呈
す

る
。
詳
細
は
Ｑ
Ｒ
コ

ー
ド
か
ら
。

　
名
湯
一
門
　
高
見
屋（
山
形
県
）

は
、
食
や
雰
囲
気
等
数
あ
る
魅
力
の

中
で
も
極
上
の
温
泉
体
験
に
絶
対
の

自
信
を
見
せ
る
。
趣
の
異
な
る
温
泉

が
各
施
設
を
彩
り
、
来
訪
者
の
心
と

体
を
じ
っ
く
り
癒
や
し
て
く
れ
る
。

「
バ
ー
デ
ン
バ
ー
デ
ン
」
の
デ
ィ
ナ
ー
で

提
供
す
る
「
ゲ
リ
ド
ン
サ
ー
ビ
ス
」

昨年リニューアルした臨川
閣最上階の特別室

　
水
明
館（
岐
阜
県
・
下
呂
温
泉
）は
、２
０

２
４
年
度
の「
人
気
温
泉
旅
館
ホ
テ
ル
２

５
０
選
」の
う
ち
、「
料
理
」「
施
設
」「
雰
囲

気
」の
各
部
門
で
１
位
に
選
ば
れ
た
。下
呂

温
泉
は
、有
馬
・
草
津
に
並
ぶ
日
本
三
名
泉

の
一
つ
と
称
さ
れ
る
。昭
和
７
年
に
開
業

し
た
同
館
は
、能
舞
台
や
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
ホ
ー
ル
を
有
す
る
最
高
層
の「
臨
川

閣
」、エ
ス
テ
や
バ
ー
な
ど
幅
広
い
施
設
が

入
る「
飛
泉
閣
」、室
内
温
泉
プ
ー
ル
や
ア

ス
レ
チ
ッ
ク
、和
洋
中
の
レ
ス
ト
ラ
ン
が

入
る「
山
水
閣
」、茶
室「
水
幸
庵
」が
た
た

ず
む「
青
嵐
荘
」の
４
館
を
擁
し
て
お
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
楽
し
み
方
が
で
き
る
の
が
特

徴
だ
。

　
２
０
２
３
年

月
に
は
、山
水
閣
１
階

の
特
別
室
３
部
屋
を
改
装
し
た
ほ
か
、昨

年
５
月
に
は
臨
川
閣
の
最
上
階（

階
）に

あ
る
４
室
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
。広
縁
に
は

「
飛
騨
の
匠
」と
名
高
い
飛
騨
家
具
を
採
用

し
、飛
騨
な
ら
で
は
の
木
の
ぬ
く
も
り
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、全
室
に
飛

騨
川
と
下
呂
温
泉
の
街
並
み
を
一
望
で
き

る
バ
ル
コ
ニ
ー
も
あ
り
、最
上
階
だ
け
の

壮
大
な
景
色
を
堪
能
で
き
る
。

　
水
明
館
は
料
理
も
人
気
だ
。部
屋
食
は

も
ち
ろ
ん
、「
北
乃
寮
」で
の
四
季
折
々
の

和
食
料
理
や「
龍
遊
里
」で
の
中
国
料
理
な

ど
、ジ
ャ
ン
ル
や
提
供
方
法
に
も
こ
だ
わ

っ
て
い
る
。中
で
も
欧
風
レ
ス
ト
ラ
ン「
バ

ー
デ
ン
バ
ー
デ
ン
」は
、レ
ン
ガ
調
の
落
ち

着
い
た
雰
囲
気
に
ど
こ
か
懐
か
し
さ
も
感

じ
る
居
心
地
の
良
い
空
間
で
、自
慢
の
飛

騨
牛
料
理
や
フ
レ
ン
チ
コ
ー
ス
を
味
わ
え

る
。特
に
デ
ィ
ナ
ー
で
は
、宿
泊
客
の
目
の

前
で
調
理
や
盛
り
付
け
、仕
上
げ
な
ど
を

手
掛
け
る
本
場
フ
ラ
ン
ス
流
の「
ゲ
リ
ド

ン
サ
ー
ビ
ス
」が
人
気
だ
。ノ
ル
マ
ン
デ
ィ

ー
の
ル
ー
ア
ン
地
方
に
伝
わ
る
伝
統
的
な

鴨
料
理
の
提
供
を
熟
練
の
ス
タ
ッ
フ
が
実

演
し
、食
事
の
ひ
と
時
を
余
す
こ
と
な
く

楽
し
め
る
。

　
湯
め
ぐ
り
手
形
で
良
質
の
湯
を
堪
能

飛騨牛まぶし

　
「
日
本
三
名
泉
」
の
一
つ
、
下
呂
温

泉
は
「
第

回
に
っ
ぽ
ん
の
温
泉
１
０

０
選
」
の
「
泉
質
」
部
門
で
第
２
位
に

ラ
ン
ク
さ
れ
て
お
り
、
多
く
の
観
光
客

か
ら
支
持
さ
れ
て
い
る
。

　
泉
質
は
単
純
泉
（
ア
ル
カ
リ
性
単
純

泉
）
で
、
リ
ュ
ー
マ
チ
や
病
後
・
疲
労

回
復
、
神
経
症
な
ど
の
効
能
が
あ
る
。

滑
ら
か
な
肌
触
り
は
美
容
や
健
康
づ
く

り
に
も
優
れ
た
効
果
が
あ
り
、
女
性
好

み
の
湯
と
い
え
る
。

　
三
つ
の
共
同
浴
場
で
外
湯
が
楽
し
め

る
。
無
料
の
足
湯
も
多
く
、
散
策
の
途

中
で
気
軽
に
入
れ
る
の
も
魅
力
だ
。
ま

た
、
「
湯
め
ぐ
り
手
形
」
を
購
入
す
れ

ば
３
軒
で
入
浴
す
る
こ
と
が
で
き
、
旅

の
記
念
や
土
産
に
も
ピ
ッ
タ
リ
だ
。

　
「
郷
土
料
理
・
ご
当
地
グ
ル
メ
」
部
門

で
は
２
年
連
続
の
１
位
に
。
最
も
有
名
な

飛
騨
牛
は
、
温
泉
街
の
中
で
飛
騨

牛
を
用
い
た
握
り
ず
し
や
、
牛
串

を
食
べ
歩
く
こ
と
も
で
き
る
。

　
ま
た
、水
明
館
の
北
乃
寮
で
は
、

「
飛
騨
牛
ま
ぶ
し
」
と
し
て
提
供

し
て
お
り
、
飛
騨
牛
本
来
の
う
ま

味
を
堪
能
で
き
る
。

　
温
泉
街
は
ス
イ
ー
ツ
の
店
舗
も

多
数
あ
り
、
食
事
後
の
ス
イ
ー
ツ

＆
足
湯
め
ぐ
り
も
人
気
コ
ン
テ
ン

ツ
と
な
っ
て
い
る
。

　
下
呂
温
泉
に
宿
泊
す
る
際
は
、

ア
ー
リ
ー
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
・
レ
イ

ト
チ
ェ
ッ
ク
ア
ウ
ト
で
温
泉
街
を

十
分
に
堪
能
す
る
こ
と
が
オ
ス
ス

メ
だ
。

あさや
公式ＨＰ

　

▶
ブ
ッ
フ
ェ
の
イ
メ
ー
ジ

　

▶
会
席
料
理
の
イ
メ
ー
ジ

　

▶
空
中
庭
園
露
天
風
呂

　

▶
秀
峰
館
の
吹
き
抜
け

　
創
業
１
３
０
年
の
お
も
て
な
し
。
「
あ

さ
や
」
は
、
鬼
怒
川
温
泉
を
代
表
す
る
旅

館
と
し
て
、
上
質
な
宿
泊
体
験
を
提
供
し

て
い
る
。

　
「
あ
さ
や
」
と
聞
い
て
、
秀
峰
館
の
吹

き
抜
け
を
想
起
す
る
人
も
多
い
。
３
階
か

ら

階
ま
で
広
が
る
吹
き
抜
け
に
は
感
動

を
お
ぼ
え
る
。
こ
の
秀
峰
館
と
八
番
館
に

１
９
２
の
客
室
、
大
浴
場
、
レ
ス
ト
ラ
ン

な
ど
を
備
え
る
。

　
空
中
庭
園
露
天
風

呂
は
鬼
怒
川
温
泉
で

最
も
高
い
場
所
に
あ

る
。
鬼
怒
川
ラ
イ
ン

下
り
の
舟
と
同
じ
も
の
を
湯
船
に
し
た

「
舟
風
呂
」
や
、
「
立
ち
湯
」
「
寝
湯
」

な
ど
、
浴
槽
は
多
彩
。
昼
は
四
季
の
山
々

を
、
夜
は
満
天
の
星
々
を
眺
め
る
こ
と
が

で
き
る
。

　
ブ
ッ
フ
ェ
に
対
す
る
評
価
も
高
い
。
オ

ー
プ
ン
キ
ッ
チ
ン
か

ら
は
、
焼
き
た
て
の

ス
テ
ー
キ
や
揚
げ
た

て
の
天
ぷ
ら
、
オ
ー

ダ
ー
式
の
パ
ス
タ
、

握
り
寿
司

ず

し

な
ど
を
提

供
す
る
。
ケ
ー
キ
や

フ
ル
ー
ツ
、
ア
イ
ス

な
ど
ス
イ
ー
ツ
も
充

実
し
て
い
る
。

　
ブ
ッ
フ
ェ
以
外

に
、
半
個
室
レ
ス
ト

ラ
ン
「
Ｗ
ｉ
ｓ
ｔ
ｅ

ｒ
ｉ
ａ
」
で
の
創
作

料
理
や
個
室
料
亭

「
日
光
」
で
の
会
席

料
理
も
好
評
だ
。
旬

の
食
材
や
地
元
食
材

を
使
用
し
、
味
付
け

は
も
ち
ろ
ん
、
器
や

盛
り
付
け
、
演
出
に

こ
だ
わ
っ
て
い
る
。

　開湯の歴史は古く７世紀。
世界平和観音、小林一茶の真
筆句碑、一茶の散歩道が見ど
ころ。

　今も残る建物は明治期の独
特の造りでタイムスリップし
たような気持ちで街並みを楽
しめる。

　夜間瀬川沿いの温泉街に宿
が点在。歌人伊藤左千夫が詠
んでいるように星川橋から望
む北信五岳の眺めは秀逸だ。

　志賀高原の山々や北信五岳
を望む地にあり、露天風呂か
ら一望できるところも。６月
中旬にはホタルの乱舞も。

　古くから湯治場として栄え
る。石畳のレトロな雰囲気、活
気ある温泉場として人気。外
湯は九つあり、効能あらたか。

　渋温泉と小さな川を挟んで
橋一つでつながる。古くから
歴史と温泉情緒あふれる街と
して文人たちも多く訪れた。

　志賀高原入り口に位置する
木々に囲まれた閑静な温泉。
近くに地獄谷野猿公苑があ
り、歩いて分ほどで着く。

　上林温泉から遊歩道を
分。横湯川の河床から吹き上
げる渋の地獄谷噴泉は国の天
然記念物に指定されている。

　角間川を望む高台の静かな
集落にある素朴な温泉。三つ
の共同浴場があり、宿泊者は
無料で利用できる。

　
志
賀
高
原
の
麓
、横
湯
川
、角

間
川
、夜
間
瀬
川
の
川
沿
い
に

連
な
る
九
つ
の
温
泉
街
か
ら
成

る
、い
で
湯
の
郷
。開
湯
は
１
３

０
０
年
前
と
さ
れ
、小
林
一
茶

や
林
芙
美
子
な
ど
、多
く
の
文

人
墨
客
に
愛
さ
れ
た
名
湯
だ
。

山ノ内まちづ
くり観光局ホ
ームページ→
　☎　（）

道後温泉本館

道後温泉別館　飛鳥乃湯泉

　
約
３
千
年
の
歴
史
を
誇
り
、
日
本
最
古

と
い
わ
れ
る
道
後
温
泉
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ

る
「
道
後
温
泉
本
館
」
は
、
平
成
６
年


月
に
公
衆
浴
場
で
初
め
て
、
国
の
重
要
無

形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。
松
山
市
は
も

ち
ろ
ん
、
国
の
宝
で
あ
る
本
館
を
次
世
代

へ
大
切
に
引
き
継
い
で
い
く
た
め
、
平
成


年
１
月
か
ら
始
ま
っ
た
保
存
修
理
工
事

は
令
和
６
年

月
に
完
了
し
た
。

　
道
後
温
泉
の
歴
史
は
古
く
、
西
暦
１
３

２
年
に
伊
豫
国
風
土
記
逸
文
に
記
さ
れ
て

い
た
景
行
天
皇
の
行
幸
を
も
っ
て
日
本
最

古
の
温
泉
と
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
明
治

年
に
は
、
夏
目
漱
石
と

正
岡
子
規
が
一
緒
に
道
後
温
泉
の
近
辺
を

散
策
し
て
現
在
の
道
後
温
泉
本
館
に
入
っ

て
お
り
、
小
説
「
坊
っ
ち
ゃ
ん
」
の
中
で

も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
泉
質
は
ア
ル
カ
リ
性
単
純
温
泉
で
、
源

泉
は

カ
所
あ
る
。

　
そ
の
優
し
い
肌
触
り
と
湯
冷
め
し
に
く

い
温
ま
り
の
湯
と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
、

肌
へ
の
刺
激
が
少
な
く
、
高
齢
者
や
子
供

で
も
安
心
し
て
入
浴
で
き
る
。

　
「
入
浴
で
き
る
重
要
文
化
財
」
で
あ
る

道
後
温
泉
本
館
の
ほ
か
、
「
椿
の
湯
」
、

２
０
１
７
年
オ
ー
プ
ン
の
「
道
後
温
泉
別

館
　
飛
鳥
乃
湯
泉（
あ
す
か
の
ゆ
）」の
、

三
つ
の
特
徴
あ
る
外
湯
を
擁
し
、
宿
泊
施

設
で
の
入
浴
だ
け
で
な
く
、
浴
衣
で
の
ま

ち
歩
き
を
し
な
が
ら
湯
巡
り
や
道
後
の
歴

史
・
文
化
を
気
軽
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き

る
。

　
道
後
温
泉
の
周
辺
で
は
、
日
本
三
大
八

幡
造
り
の
一
つ
と
い
わ
れ
る
重
要
文
化
財

「
伊
佐
爾
波
神
社
」
、
温
泉
の
守
り
神
で

あ
る
「
湯
神
社
」
、
一
遍
上
人
生
誕
の
地

で
あ
る「
宝
厳
寺
」が
脇
を
固
め
て
い
る
。

▶
観
光
協
会
Ｈ
Ｐ 足元湧出の「川原湯共同浴場」

開放感あふれる「大露天風呂」

　
東
北
最
大
級
の
マ
ウ
ン
テ
ン
＆
ス
ノ
ー

リ
ゾ
ー
ト
と
し
て
名
高
い
山
形
県
・
蔵
王

温
泉
は
開
湯
１
９
０
０
年
を
超
え
る
歴
史

を
持
つ
日
本
屈
指
の
名
湯
。毎
分
約
５
９

０
０
㍑
と
全
国

本
の
指
に
入
る
豊
富
な

湯
量
を
誇
り
、硫
黄
の
香
り
と
源
泉

カ

所
、３
本
の
川
か
ら
立
ち
上
る
湯
気
が
温

泉
街
の
風
情
を
い
っ
そ
う
引
き
立
て
る
。

　
温
泉
は
、国
内
２
位
の
ｐ
Ｈ
値（
最
大
１

・
５
）を
誇
る「
硫
黄
泉
」の
ほ
か
、「
酸
性

泉
」「
硫
酸
塩
泉
」「
塩
化
物
泉
」「
含
鉄
泉
」

の
五
つ
の
泉
質
を
持
ち
、肌
を
引
き
締
め

る「
含
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
泉
」（
泉
質
か
ら
は

除
外
）も
有
す
る
豊
富
な
泉
質
。温
泉
街
に

あ
る

全
て
の
温
泉
施
設
は
体
内
の
活
性

酸
素
を
抑
え
る「
還
元
系
温
泉
」で
、硫
黄

泉
の
持
つ
抗
酸
化
力
の
効
果
と
併
せ
て

「
若
返
り
」が
期
待
で
き
る
、ま
さ
に〝
奇
跡

の
温
泉
〟と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
蔵
王
温
泉
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト「
高

湯
通
り
」は
、温
泉
街
の
最
も
高
い
場
所
に

位
置
す
る
酢
川
温
泉
神
社
ま
で
の
約
３
０

０
㍍
の
道
沿
い
に
、旅
館
や
飲
食
店
、土
産

屋
が
立
ち
並
ぶ
昭
和
レ
ト
ロ
な
散
策
道
。

「
上
湯
」「
下
湯
」の
共
同
浴
場
を
は
じ
め
、

足
湯
、珍
し
い
手
湯
な
ど
が
点
在
し
、湯
巡

り
好
き
に
は
た
ま
ら
な
い
ス
ポ
ッ
ト
だ
。

中
で
も
１
本
裏
手
の
湯
の
香
通
り
に
構
え

る「
川
原
湯
共
同
浴
場
」は
、建
物
直
下
に

源
泉
が
あ
り
、湯
船
の
底
か
ら
湧
き
出
す

「
足
元
湧
出
」。空
気
に
触
れ
る
前
の
、最
も

新
鮮
な
湯
を
享
受
で
き
る
。

　
蔵
王
の
シ
ン
ボ
ル「
樹
氷
」や
ス
キ
ー
な

ど
の
冬
レ
ジ
ャ
ー
は
も
ち
ろ
ん
、暖
か
く

な
る
こ
れ
か
ら
の
時
期
は
、桜
や
新
緑
を

眺
め
な
が
ら
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
が
お
す
す

め
。コ
ー
ス
も
豊
富
で
、温
泉
街
か
ら
ロ
ー

プ
ウ
エ
イ
を
利
用
す
れ
ば
初
心
者
も
気
軽

に
楽
し
め
る
。

　
■
蔵
王
温
泉
観
光
協

会
☎
０
２
３（
６
９
４
）

９
３
２
８
。https://zao

mountainresort.com/

（５） 第３２６０号第３種郵便物認可２０２５年（令和７年）３月１７日（月曜日）


